との 間に、 そんなに ひどい 差別 は 無い 害 だ。 それな の 

まで 

に 私 はきょう 迄 あの人に、 どれほど 意地悪く こき使わ 

れて 来た ことか。 どんなに 嘲弄され て 来た ことか。 

ああ、 もう、 いや だ。 堪えられる ところ 迄 は、 堪えて 

来たの だ。 怒る 時に 怒らなければ、 人間の 甲斐が あり 

かば 

ません。 私 は 今まで あの人 を、 どんなに こっそり 庇つ 

てあげた か。 誰も、 ご存じ 無い のです。 あの人 ご 自身 

だって、 それに 気がついて いないの だ。 いや、 あの人 

は 知ってい るの だ。 ちゃんと 知っています。 知ってい 

るから こそ、 尚更 あの人 は 私 を 意地悪く 軽蔑す るの だ。 

ノ J うまん 

あの人 は 傲慢 だ。 私から 大きに 世話 を 受けて いるので、 



の 濡れた 両足 をて いねいに 拭って あげて、 香油の 匂い 

が 室に 立ち こもり、 まことに 異様な 風景で ありました 

ので、 私 は、 なんだか 無性に 腹が立って 来て、 失礼な 

こと をす るな！ と、 その 妹娘に 怒鳴って やりました。 

これ、 このよう にお 着物が 濡れて しまった ではない か、 

それに、 こんな 高価な 油 をぶ ちまけ てし まって、 もつ 

たいないと 思わない か、 なんという お前 は 馬鹿な 奴 だ。 

これ だけの 油 だったら、 三百 デナ リも する ではない か、 

+P- つ 

この 油を売って、 三百 デナ リ 儲けて、 その 金 をば 貧乏 

人に 施して やったら、 どんなに 貧乏人が 喜ぶ か 知れな 

い。 無駄な こと をして は 困る ね、 と 私 は、 さんざ 叱つ 



ていたので あります。 いよいよ、 お祭りの 当日に なり 

ました。 私たち 師弟 十三 人 は 丘の 上の 古い 料理屋の、 

薄暗い 二階 座敷 を 借りて お祭りの 宴会 を 開く ことにい 

P っゴ 

たしました。 みんな 食卓に 着いて、 いざお 祭りの 夕餐 

を 始めよう としたと き、 あの人 は、 つと 立ち上り、 黙つ 

て 上衣 を 脱いだ ので、 私たち は 一体なに をお 始めな さ 

るの だろうと 不審に 思って 見て いるう ちに、 あの人 は 

みずがめ 

卓の 上の 水 甕 を 手に とり、 その 水 甕の 水 を、 部屋の 隅 

に 在った 小さい 盥に 注ぎ入れ、 それから 純白の 手 巾 

を ご 自身の 腰に まとい、 盥の 水で 弟子た ちの 足 を 順々 

に 洗って 下さった のであります。 弟子た ちに は、 その 



唾 を 呑み こむ ように、 呑みく だしてし まった。 言えな 

い。 何も 言えない。 あの人 からそう 言われて みれば、 

私 はや はり 潔くな つて いないの かも 知れない と 気弱く 

肯定す る 僻んだ 気持が 頭 を もたげ、 とみる みる その 卑 

屈の 反省が、 醜く、 黒く ふくれあがり、 私の 五臓六腑 

を K けめ ぐ つ て、 逆に むら むら 憤怒の 念が 炎 を 挙げて 

噴出した の だ。 ええつ、 だめ だ。 私 は、 だめ だ。 あの 

人に 心の底から、 きらわれ ている。 売ろう。 売ろう。 

あの人 を、 殺そう。 そうして 私 も 共に 死ぬ の だ、 と 前 

からの 決意に 再び 眼 覚め、 私 はい ま は 完全に、 復謦の 

鬼に なりました。 あの人 は、 私の 内心の、 ふたたび 三 
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